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　今回は、私が2年間滞在した大連市である。その
歴史や私が勤務していた会社（大連日通集装箱制造
有限公司）のこと、また中国人の習慣など旅行ガイド
ブックに書かれていないようなことを書いていこう
と思う。
　さて、大連市だが、日本でも大連でも「私は大連で生
まれました」とか「祖父は満鉄に勤めていました」など
大連にかかわりのある人が思っていた以上に多いのに
驚いた。日露戦争の勝利とその後の満州への移住者の
多さ、又、近年大連進出の日本企業も多いことなどから
日本人の多くは大連に特別な親しみを持っているよう
に感じた。
　大連市は行政的に見ると行政区はかなり広い。そし
て市の下に普蘭店市（プーランディェン市）とか瓦房
店市（ワーファンディェン市）などの市があり、日本の行
政割の感覚からすると少し奇異に思える。人口は約600
万人と横浜市や大阪市より多いが、いわゆる旧市街とい
うか、狭いくくりの大連市は250万人前後といわれてい
る。それでも多いと思うがなにしろ13億人の国であるか
ら1ケタ違うようだ。ちなみに遼寧省の省都である瀋陽市
（シェンヤン市）は約800万人くらいである。従って人通
りはどこに行っても多くレストランの多くはどの時間帯に
行っても、人、人、人で慣れないうちは疲れてくる。日本
のようなさびれた「シャッター通り」などはない。
　歴史を見ると、1899年に帝政ロシアが大連港や旅順
港の建設を始めたところから始まる。つまり歴史に名を残
す大連は、たかだか111年の歴史しかないわけである。ロ
シアは1898年に当時の清（満族の建てた国。テレビ化さ
れた「蒼穹の昴」に詳しい）から遼東半島を租借し、旅順を
軍港として拡充しはじめたが、商業港としては狭く、その
ため大連の都市建設を本格化させた。そして大連はロシ
ア語で「遠方」を意味する「ダーリニー」或いは「ダルニー」
と呼ばれた。それ以前は漁村であり、又この地方は土地
に上質な青泥を含んでいることから「青泥窪」（ チンニー
ワー）と呼ばれていた。日露戦争（1904～05）で日本が
勝利し、占領したあと、1905年に「大連」という名前が
つけられたのである。それから1945年の敗戦まで40年
間この地を支配した。そして町名から通り、広場、橋など
に日本名をつけていった。
　大連発展の中核は、1906年設立された南満州鉄道株
式会社（満鉄）である。初代総裁は、あの「後藤新平」である。
大連駅から歩いて10分くらいのところに有名な中山広場
（昔は「大広場」と呼んだ）がある。中国国内を旅行すると
丸いロータリー状の広場があちこちにあるが、ここもロー

タリーとなっている。その周囲に旧横浜正金銀行や満鉄の
直営だったヤマトホテルなど当時の建物がそのまま残っ
てそれぞれ使われている。タイムスリップしたようで風情
のある広場である。夜ともなればライトアップされとても
きれいで夢の中にいるようである。中山広場から歩いて
数分のところに旧満鉄本社がある。築約100年であるが、
この建物もちゃっかりと「大連鉄道有限公司」が使用して
いる。ヤマトホテルも今は「大連賓館」と衣替えし、3つ星
ホテルだが、当時をなつかしむ日本人の旅行者の中には、
わざわざこのホテルに宿泊する人もいるという。
　ホテルについて少しふれると、大連市の中心部はシャン
グリラホテルやスイスホテルなど5つ星ホテルが8ヶ所
あったと思うが今は少しふえているかも知れない。市内の
中心部から30数km離れた所に経済開発区があり、日本
からのメーカーを中心に約350社進出しているが、この
地区は4つ星ホテルが最高であった。しかし設備の改善
を行い、2009年春に「銀帆ホテル」が5つ星に昇格した。
この経済開発区に私の勤めた大連日通があり1991年に
進出した。進出した当時は日本企業も少ししかなく当時
の写真を見ると周囲は空き地ばかりでインフラも不充分
であり、ホテルもまともなホテルはこの銀帆ホテルくらい
だったと言う。当時この現地法人を設立する時の担当者は
皆このホテルに泊まりながら仕事に励んだとのことであ
る。彼らは冬は零下15°～ 20°くらいの中で働き、休日は
飲み屋もほとんどないためホテルのレストランで飲むし
かなかったようだ。今は高層ビルが林立し、当時はなかっ
た電車も走り、日本料理屋も数えきれないくらいあちらこ
ちらにある。
　2007年7月に赴任した時、前の総経理がシャングリ
ラホテルの住宅棟の21階にいたため私はその部屋を引き
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‘わんりぃ’会員の皆様
そして入会をご希望される皆様へ

毎年4月から新年度になります。
おたより会費の納入をよろしくお願いします。

年会費：1500円　入会金なし

郵便局振替口座：0180-5-134011　‘わんりぃ’

継いだ。引き継いだ時、その部屋の広さに驚いた。5つ星
だから設備や雰囲気もよい。しかし家賃もその分高い。私
は単身赴任であったのでもったいないと感じ1年後ラマ
ダホテルと言う4つ星のホテルに引越した。このホテルは
大連駅のすぐそばで便利なところにある。
　このあたりで大連日通について書いていきたい。会社の
名前を見ただけでは何の会社か分かる人は少ないだろう。
集装箱とはコンテナの中国語である。制造の制は、「製」
の中国の正式な漢字である。つまり日本通運の使用する
海上コンテナを造るメーカーである。当時は材料の鉄板
の品質が中国製品はあまりよくなかったため、韓国あたり
から輸入して製造し日本に送ったそうだが、今は品質も向
上し、全量中国企業から仕入れている。コンテナを造り始
めたが、コンテナの空箱だけ日本に送るのは非効率という
ことからロールボックスも造りコンテナの中に入れて輸
出するようになった。
　会社は、8時から始まるが5分前から全員構内で体操
をやることからスタートする。この体操は日通体操（日通
グループには独自の体操がある）ではなく、中国で一般に
されている体操のようだ。工場の敷地は5千坪で50年間
の賃借契約である。中国全土は基本的に法人、個人を問わ
ず所有権は認められない。国の所有なのであるから建物が
建っていようと必要ならすぐ立ち退かせて道路や鉄道を
造ったりする。日本では都市計画を策定したあと20年も
30年たっても実現しない道路がいくつもあるが………。
　会社の終業時間は5時である。日本人とちがって中国
人は今日中にやるべき仕事が残っていても時間が来れば
残業はやりたがらない。ましてや日本のような「サービス
残業」などありえない。もっともこの点は世界的に見ても
日本が特殊な国であるようだが……。
　中国人のよいところは親兄弟は当然であるが、友人とか
世話になった人はとても大切にする。信頼できると思う人
には損得抜きで物事に対処する。一般的に組織的なつな
がりは弱く人と人とのつながりはとても強い。会社のため
に粉骨砕身するなんて発想はほとんどの人は持っていな
いのではないだろうか。
　大連日通の社員は90数名である。（コンテナやロール
ボックスの大量注文が続いた10年前には150 ～ 170
名いた）私のいた2年間で社員の結婚式は4回あり、都度
スーツにネクタイを着用し主賓として中国語で挨拶をし
た。勿論私が書いた日本語の文章を通訳に頼んで中国語
に直したものを見ながら発音に注意してしゃべったのだ
が、皆日本人の総経理（社長）が中国語で挨拶をするのが
めずらしいらしく静かに熱心に聞いてくれた。
　結婚式は日本と中国では大いに違う。まず「スーツにネ
クタイを着用し」とわざわざ書いたのは、結婚する本人と
主賓の私以外でスーツ姿の人は一人もいないからである。

特に男は普段着で出席する。最初に出席した時、この人
たちは何故スーツ姿（礼服でないにしろ）で来ないのかと
思ったが、2人目の人も3人目の人の結婚式も同じ様子
なのである。料理は大きな丸いテーブル毎に山ほど出てく
る。3分の1も食べられないのに残ったものはどうするの
だろう。本当にもったいないと出席する都度思った。どう
も面子の問題のようだ。式の途中で新郎新婦は腕を組み
ながらバスケットに入れた酒とタバコをもって各席をま
わりはじめる。酒もタバコもやらない私にとってこの時間
は少し苦痛である。
　酒はぐっとがまんして少し飲むが、タバコも必ず火をつ
けてくれるので吸ったふりをしなければならない。いつの
時代からこのような風習が出来あがって来たのであろう
か。それとも大連だけのものなのか？一通りセレモニーが
終わり料理もある程度食べると出席者は自由に会場を後
にする。とにかく最初から最後まで日本の式とちがった。
　結婚式に限らず日本と習慣の違うものは数多い。例え
ば花火大会は日本では夏の風物詩である。ところが中国
は春節（旧正月）や国慶節（10月1日）の時や何かイベン
トをやるときに打ち上げる。春節のとき宿舎であったシャ
ングリラホテルが用意したバスで出かけたが、バスから下
りて10分もたたぬうちに寒くて花火見物どころではなく
なる。何もこんな寒い時にやらなくてよいのにと思いつつ
すぐバスに乗り込んでホテルに戻った。
　もう一つ春節の時の爆竹であるが、そばで見ると爆発
するようにはじけ、そばにいるとこわいくらいだ。ホテ
ルの部屋にいても耳をつんざくような音が昼夜を問わず
入ってくる。ある人に聞くと昔から悪魔よけだとの言い伝
えがあると言っていたが、この音を聞けば悪魔も退散する
だろうと思った。

　‘わんりぃ’ の名は、‘万里’ の中国読みから付けられ
ました。文化は万里につながるの想いからです。
　主としてアジア各地から日本にいらっしゃってる
方々と協力し、講座、研究会、鑑賞会、展覧会等の開
催など文化的交流を通して国や民族を超えた友好を深
めたいと願っています。また、2月と8月を除いて年
10回、会報　‘わんりぃ’ を発行し、情報の交換に努
めています。入会はいつでも歓迎しています。
　活動の様子は、おたより又は ‘わんりぃ’ HPでご
覧ください。問合せ：042-734-5100　（事務局）


